
 

 

 

 

 

 

 

  ＯＤＦ図かＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエアによるｒａｎｄｏｍ削除 

 

 

 

 

 

 

 ｒａｎｄｏｍ方位の説明と、ＯＤＦ図からｒａｎｄｏｍ方位の削除法と 

ＬａｂｏＴｅｘにてｒａｎｄｏｍを含むＯＤＦ図の VolumeFrcation求め 

更に Random方位を除いて VolumeFractionの求め方を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２１年０８月３０日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 



概要 

 ｒａｎｄｏｍは方位密度１．０以下に現れる。 

 例えばｂｒａｓｓ５０％＋ｒａｎｄｏｍ５０％では 

  

 ｂｒａｓｓ１００％では 

  

 

 Brass50%から random方位を削除したら brass100%を示すかチェックを行った。 

  

  削除する random0.5を入力し、Ｄｅｌｅｔｅ 

 Normalizeは、削除後の合計方位を削除前と一致させる。 

   本機能はＶｅｒ２．２４以降に追加されています。 

 



ｒａｎｄｏｍを削除したＯＤＦ図 

 Normalize     Normalizeなし 

   

 ｂｒａｓｓ１００％の最大方位密度は２６９．５４、ｒａｎｄｏｍ削除は２７３．０９ほぼ一致する。 

 

 内部計算は、削除する前の合計方位 ZODF、random削除した合計方位 AODF、 

削除したＯＤＦをＮＯＤＦとすると 

  ＮODF(ｆ１，Ｆ，ｆ２）＝ＮＯＤＦ（ｆ１，Ｆ，ｆ２）＊ＺＯＤＦ／ＡＯＤＦ 

 

 しかし、規格化は方位毎に４：２：１の比率の方位をｒａｎｄｏｍ削除後、同一倍率で増加させるのは 

 問題のため、通常規格化なしが妥当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



配向データの VolumeFraction 

Ｏｔｈｅｒ１％ 

配向データ５０％＋ｒａｎｄｏｍ５０％の VolumeFraction 

５０％含有でＯｔｈｅｒが５％計算される 

配向データ９０％＋ｒａｎｄｏｍ１０％の VolumeFraction 

１０％含有でＯｔｈｅｒが２％計算される。 

ｒａｎｄｏｍ５０％で５％、ｒａｎｄｏｍ１０％で２％と変化している。 

 

 



配向データ９０％＋ｒａｎｄｏｍ１０％のＯＤＦ図からｒａｎｄｏｍを削除して VolumeFractionを計算 

VolumeFractionは LaboTexの機能であり、randomを削除した ODF図を LaboTexの Jobに 

書き込まなければ VolumeFraction計算はできない。 

LaboTexODFFileソフトウエアは、ODF図の平滑化や random削除を行った ODF図を Jobに書き込む 

機能を有する。この機能を使用して、削除前の Job1にある ODF図を読み込み Job2に書き込む 

 

配向データ９０％＋ｒａｎｄｏｍ１０％のODF図を読み込む 

  

  

  ファイルを選択すると ODF図が表示される。 

  

 バイナリーの P10.ODFをテキストデータに変換し表示する 

 



ｒａｎｄｏｍを削除する。 

  

 

  

  0.1を入力し、randomをｄｅｌｅｔｅする。 

   

 Randomを削除した ODF図が表示される。 

 ODF図表示（GPODFDisplay）を終了し jobODFmakeで削除した ODF図（バイナリー）が 

 新しい Jobに登録される。 

  

  

 



ＬａｂｏＴｅｘで表示 

  

表示された Job2から VolumeFractionを計算する。 

 

 これは、ｒａｎｄｏｍを除いた方位の定量を行っている。 


